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今学期は令和５年度の０学期 

昨年度の３学期は、年末からの大雪の影響でグラウンドにもかなりの積雪がある中での

スタートでした。今年はグラウンドにも全く雪はなく、比較的暖かい中でのスタートにな

りました。保護者の皆様におかれては、新年をいかがお迎えでしょうか。 

 ２学期もそろそろまとめに入ろうかとする時期に増え始

めたコロナ感染。この冬休みの期間においても、全国的に感

染が拡大しているというニュースが続き、その度に生徒たち

の状況はいかばかりかと心配していました。 

 今日、３学期の始業式を迎えました。朝から各教室に暖房

が入り、登校してきた生徒たちの声がにぎやかに聞こえてき

ます。また学校が生き物のように動き始めたように感じられ

て、この瞬間がたまらなく好きです。「やっぱり学校って、生

徒たちがいてくれるからこそ学校なんだよな」といつも思え

る瞬間です。 

この気持ちを大切にしながら、今年も養父中学校教職員一

同、生徒たちのよりよき成長のために力を尽くしてまいりま

すので、どうぞよろしくお願い申しあげます。 

さて、いつもこの時期に述べていることですが、この３学期は来年度に向けた準備の学

期でもあります。１月 18 日(水)・19 日(木)には、３年生の進路に関する個別懇談会を実

施します。また、26 日(木)には「第３回６年生中学校登校」並びに「入学説明会」を実施

します。こうした予定を見ても、やはり令和５年度はもう始まっています。 

したがって今学期は、来年度の「０学期」として、４月からの自分自身のためにしっか

りと力を貯め込んでいく学期してほしいと思っています。４月には、３年生は進学した者

として、２年生・１年生は進級した者として、新たな力を求められます。新たな環境でさ

らに力を発揮していくためにも、この３学期の過ごし方についてしっかりと考え、よりよ

い自分づくりに取り組んでいってほしいものです。 

例えば、「テストの点数を確実に上げていくために、勉強の仕方はこのままでいいのか」、

「自分で朝すっと起きるなど、さらに自律した生活を送っていくためには、ど

んなこと気をつけていけばいいのか」、「春のオープン戦に向けて、どんな気持

ちでどんな練習を積み重ねていけばいいのか」、「まわりに気持ちよくあいさつ

したり、しっかりと声を出していくためには、どうしたらいいのか」などなど、
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身の回りのどんな小さなことでもいいので、まずは問題意識をもって、少しずつ改善して

いこうと取り組んでいくことが大切です。それにより人は変わります。変えられます。 

所ジョージさんは、「考え込んでる時間があったら何かやればいいんだよ。何もしない

でいるなんてもったいないよ」と言っています。行動する前にあれこれ考えているだけで

は先には進めません。まずは少しだけでも行動してみて、それから問題点や課

題を見つけ、修正し、また取り組んでいくことが必要だということです。自分

をよりよく成長させるために、大それたことをいきなりしようとするのではな

く、身の回りの小さなことから始めてみる。そして継続していくことが大切だ

ということです 

すでに令和５年度は始まっています。３年生は高校１年生になった自分をイメージして、

２年生は３年生に、１年生は２年生になったつもりで、少し背伸びするかように意識を高

めてこの３学期を過ごしてみてはどうでしょう。自分自身の中の何かにスイッチが入るは

ずです。そして、少しずつ少しずつよりよく変わっていく自分自身に期待し、楽しんでみ

ることが人を成長させるのではないかと思います。そうした行動により、この３学期が生

徒一人一人にとって来年度への確かな架け橋になることを大いに期待しています。 

 

 

吹奏楽部 12/25(日) 
第５０回兵庫県アンサンブル 

コンテスト但馬地区大会 

管打六重奏と管打五重奏の2チームで出演。ど

ちらも惜しくも銀賞でしたが、夏からのさらな

る成長を感じる落ち着いたよい演奏でした。 

ソフトテニス部 1/ 7(土) 
兵庫県中学校ソフトテニス選抜招待 

大会 

○○・○○ペアが但馬地区代表団の中で出場。

懸命にラリーをつないで戦いましたが惜敗。春

に向けて決意を新たにする大会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「To Be a Good School」（良い学校をつくろう） 

 

 

前号において、新制服の製造業者を選定するプ

ロポーザルについて説明いたしました。 

このたび、県内外の３社がプロポーザルに参加

されます。そして、いよいよ来る 1 月 12 日(木)

に、その３社それぞれによる企画提案（プレゼン

テーション）の会を実施します。 

これを受けて、２月上旬には新制服の製造業社

をとして３社のうちの１社を決定し、その後、新

制服の仕様やデザイン等の細かな部分について検

討していくことになります。またその都度、生徒

会や保護者の皆様の意見をとりまとめ、実際の制

服づくりに反映させていく予定ですので、ご理解

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

制服の変更に向けて  

 

２学期終業式後の生徒集会において、現３年生の

生徒会執行部の退任のあいさつを受けて、現２年生

による生徒会３役の任命式を行いました。 

＜ ＞ ○○○○ 

＜ ＞ ○○○○、○○○○ 

＜ ＞ ○○○○、○○○○ 

 また、本日の始業式後の生徒集会において、新生

徒会長により各専門部長の任命が行われました。 

 ＜ ＞○○○○ ＜ ＞○○○○ 

 ＜ ＞○○○○ ＜ ＞○○○○ 

 ＜ ＞○○○○ 

「養父中パワーは生徒会から」を合い言葉に、今後

のさらなる活躍を期待しています。 

 

生徒会選挙を通して 

部活動の大会結果 

＜ちょっと、ひとり言＞ 

 「紅白歌合戦」を観ました。私が子どもの頃、祖母が「紅白」で歌う中森明菜さんの歌を聞いて、「今

の若い人の歌はようわからん」とつぶやいていましたが、その気持ちが少しだけ分かるようになってき

ている自分がいました。 

 「時代についていくためにも、体を鍛え、気持ちをしっかりとローリングさせていかないと」と自分

に言い聞かせてみた年末のひと時でした。                  （藤本） 


